
データシンクロ型組版システムを容易に構築するための機能配置

XMLを意識しない操作で、XMLのメリットを InDesign で活用

①複数のソースCSV・Excel から、表を含むXMLをバックグラウンドで生成
②XMLのデータ階層化と属性記述機能を、自動組版とデータシンクロに活用

③高額な専用開発無しで「複雑な表組やセット商品組」を可能にするユニーク機能

データシンクロ

その他

データ加工前ソース構造に
データ戻し

チラシ系情報処理
ソースと結果の

値差分＆レコード差分を
ファイル出力

個別レコードから
セット商品レコードを

生成 (逆も )

画像トリミング情報を含め
変更デザインをその場で
テンプレート化

表の行・列変動も
データ戻し

通常 Indesign で
編集してもシンクロOK

ユーザスクリプトの
アドオンOK

過去小組流用処理
（シンクロ先再設定）

ソース差分のみを反映 文字付加･置換（タグやインライン画像にも置換可）

外部ファイル入れ子指定 項目連結・分割

あふれ処理ルール設定

タブ組設定 データ戻し設定 その他

表指定（列可変対応他）索引抽出&組版

差し替え版作成支援

シンクロ維持コピペ組版Excel 属性取り込み表組

PDFハイパーリンク

テンプレート 自動組能力 配置能力

インテリジェント
なテンレートを
容易に作成

難度の高い
小組デザインを
連続自動組版

業務対象に応じて
自動配置方式を

選択可

CSV→XMLナビGUI
自動組に必須なデータ前加工をノンプログラムで実現

チラシデータベース

（オプション）

マス割り＆配置番号セット

（オプション）


